
第１回検証委員会における意見への対応状況について 

 

発言者 内 容 対応状況 

森脇委員 

 

他県等からの人的支援、特に、支援・

受援体制の検証や支援側への調査も

ある方がいい。 

支援を行った国・他県・市町等関係

者にアンケート調査を実施。今後、

受援市町のヒアリングを行う予定。 

マスコミへの情報提供などの部分に

関しても検証項目に追加してほし

い。 

検証項目 2-(2)-③「被害情報のとり

まとめと公表状況」に「報道対応」

を追加。 

観光被害額に関する情報も整理した

方がいいのではないか。 

検証項目 3-(3)-②「商工業の被害状

況と応急対策の状況」の中で整理。 

「災害復旧・復興対策」へのスムー

ズな移行についても検討してほし

い。 

本検証の主な対象は初動・応急対策

であるが、復旧・復興へのスムーズ

な移行に関する改善点にも、報告書

の中で言及したい。 

田村委員 検証項目の並べ方を時系列で見せて

はどうか。 

「人を守る」「生活を守る」「産業を

守る」という本県の基本方針に基づ

き検証項目を再整理。 

発災前の対応についても検証してほ

しい。 

項目を追加（２-(1)）し、アンケー

トを実施。今後、ヒアリングを通じ

て検証していく。 

警察、自衛隊、消防の発災時の対応

についても確認してほしい。 

検証項目３-(1)-②「救助活動の状

況」ほかで整理。 

避難については、在宅避難、施設避

難、学校の対応について検証項目に

加えてもらいたい。 

今後の市町等のヒアリングを通じ

て、課題等を調査する予定。（検証項

目３-(2)-①「被災者の生活支援の状

況」の中で検証） 

河川等も検証するなら川の氾濫状況

や対応も知りたい。 

国及び県土木部で別途検証を行って

おり、本委員会では避難状況の検証の

中で、それらの検証結果を活用する。 

戦略を考えるポジションの方へのヒ

アリングを考えてほしい。 

市町等のヒアリングの中で対応を検

討・実施予定。 

紅谷委員 学校へのアンケートは実施しないの

か。 

避難所となった学校について、ヒア

リングを実施予定。 

島しょ部の被災及び愛媛県ならでは

の課題への対応を検討してほしい。 

島しょ部での被災についても、地域

特性を特記した課題と改善策を検証

していく。 
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